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【JFスタンダードご利用にあたっての免責について】
●国際交流基金は、JFスタンダードの内容の正確性の確保に努めています。また、掲載する文書・ 

写真・イラストその他各種コンテンツ等については、慎重に作成しておりますが、当基金がこれら
の完全性を保証するものではありませんので、あらかじめご了承ください。

●JFスタンダードを利用してコースデザインやカリキュラム作成、試験作成や試験を行った場合、 
その正確性や有効性の責任はそれぞれの実施主体にあり、国際交流基金および欧州評議会は一切の
責任を負いません。以上の内容をご理解頂いた上、ご利用ください。
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は じ め に

国際交流基金が「相互理解のための日本語」という理念のもと、2005年より開発してきた

JF日本語教育スタンダード（以下、JFスタンダード）を、『JF日本語教育スタンダード2010 

（以下、JFスタンダード2010）』としてお届けします。

国際交流基金では、海外に日本語を普及するにあたり、日本語のさらなる国際化を目指して、

日本語教育のさまざまな基盤整備に取り組んできました。JFスタンダードは、まさにこの基

盤整備の中心的な役割を担うものです。

価値観が多様化し、人と人との接触や交流が拡大していく現代社会においては、言葉による

コミュニケーションの重要性がますます高まっています。言葉を通した相互理解のためには、

その言語を使って何がどのようにできるかという課題遂行の能力と、さまざまな文化に触れる

ことでいかに視野を広げ他者の文化を理解し尊重するかという異文化理解の能力が必要です。

『JFスタンダード2010』では、まず、日本語を使って何がどのようにできるかという能力

に重点を置き、日本語の熟達度のレベルを提示しました。また、学習過程を記録し保存するこ

との大切さを提案しました。多種多様な日本語教育の現場がいわば同じものさしを使うことで、

世界中のどこで日本語を勉強していても /教えていても、今自分が学んでいる /教えているレ

ベルがどこにあるかを知ることができるようになります。また、熟達度を評価し、言語的・文

化的体験を記録し振り返ることによって、課題遂行能力と異文化理解能力を育成し評価するこ

とができます。進学や留学、就職などで人が移動する際にも、それまでの学習成果や熟達度を

正確に伝達できるようになります。

JFスタンダードの開発は、これまでの多くの研究知見や教育実践の再検討から出発しまし

たが、そのとき以来、内外の教育関係者・機関からの多大なご助言・ご協力を得て、今回の『JF

スタンダード2010』の発表に至りました。ここに厚く御礼申し上げます。今後、『JFスタンダー

ド2010』に広く各地の現場の声を反映させることを通じ、JFスタンダードの内容の充実と

利便性の向上を目指してゆきたいと考えています。

JFスタンダードにより、教師、学習者のみならず、日本語によるコミュニケーションに関

心のあるすべての人々が共通の基盤に立ち、日本語がより学びやすくなりまたその有用性がよ

り明確にされることを通じ、グローバル化が進む世界において、日本語教育がさらに発展し国

際相互理解が促進されることを願ってやみません。

 2010年5月

 国際交流基金（ジャパンファウンデーション）
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〈JF日本語教育スタンダード2010〉

みんなの「Can-do」サイト（http://jfstandard.jp/cando）

JF日本語教育スタンダードの 

全体像を知りたい

『JF日本語教育スタンダード2010』では、JF日本語教育スタンダードの概要や、簡単
な活用方法を知ることができます。

ログイン

みんなの「Can-do」サイトは、日本語で何がどれだけできるかを「～ができる」という
文で示した「Can-do」のデータベースです。コースデザイン、授業設計、教材開発など、
Can-doを使った日本語教育実践をサポートします。

1.  JF日本語教育スタンダード
を使う前に

JF日本語教育スタンダードを
使って何ができるか知りたい

2.  JF日本語教育スタンダード
を使ってみる

みんなの「Can-do」サイトを 

使って何ができるか知りたい

目的や対象者にあわせて、必要と 
なるCan-doを選ぶことができます。

Can-doを探す

3.  みんなの「Can-do」サイト 
を使ってみる

JF日本語教育スタンダード2010 全体マップ

自分が作った Can-do
フォルダを編集したり、
新しいCan-doを作った
りできます。

わたしのページ
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JF日本語教育スタンダードを
活用するときに必要な知識を
得たい

JF日本語教育スタンダードを 

どうやって活用すればいいのか、
詳しく知りたい

『JF日本語教育スタンダード2010利用者ガイドブック』は、JF日本語教育スタンダード 
のより詳しい活用方法を示したものです。
みんなの「Can-do」サイトや、JF日本語教育スタンダードのホームページもあわせて 
ご利用ください。

JF日本語教育スタンダードの最新情報はホームページで確認することができます。

JF日本語教育スタンダード（http://jfstandard.jp）

知識編

1.1　JFスタンダードの木

1.2　6つのレベル

1.3　「Can-do」

1.4　ポートフォリオ

実践編

2.1　コースをデザインする

2.2　 コースデザインに 
「Can-do」を使う

※

※

「活用事例」では、JF日本語教育 
スタンダードを実際に活用した 
事例報告を充実させていきます。

JF日本語教育スタンダード2010
〈利用者ガイドブック〉
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JF日本語教育スタンダードを使う前に

1 章

1.1 JF日本語教育スタンダードとは  

JF日本語教育スタンダード（以下、
JFスタンダード）は、日本語の教え方、
学び方、そして学習成果の評価のし方
を考えるためのツールです。

JFスタンダードを使うことによっ
て、日本語で何がどれだけできるかと
いう熟達度がわかります。また、コー
スデザイン、教材開発、試験作成など
にも活用できます。

教え方

学び方

学習成果の評価のし方

JFスタンダードが参考にしたヨーロッパの取り組み

JFスタンダードは、ヨーロッパの言語教育の基盤であるCEFRの考え方を
基 礎 に して作 り ました。CEFRとは、Common European Framework of 
Reference for Languages: Learning, teaching, assessmentの略で、ヨー
ロッパの言語教育・学習の場で共有される枠組みです。

CEFRは、2001年に 発表さ れ て 以来、ヨ ー ロ ッ パ の み な ら ず 世界で 広く 
着目され、各言語で実際に利用されるようになりました。JFスタンダードも、
CEFRの考え方にもとづいて開発しました。JFスタンダードを用いることにより、
日本語の熟達度をCEFRに準じて知ることができます。
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「Can-do」で熟達度を示す

JFスタンダードの開発にあたって

は、言語によるコミュニケーションを、

言語能力と言語活動の関係でとらえ、

一本の木（「JFスタンダードの木」）

で表現しました。

これにもとづいて、日本語の熟達度

を「～できる」という形式の文で示し、 

6つ の レ ベ ル に わ け ま し た。こ の 

「～できる」という文を「Can-do」

と呼びます。

その具体 的 内 容 は 、「みんなの

「Can-do」サイト」で提供しています。

学習者が日本語の熟達度を自己評価し、学習過程をふり返るための方法と

してポートフォリオがあります。学習者はポートフォリオを使うことによっ

て、学習進度を意識しながら、学ぶことができます。

※

※
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1.2 言語によるコミュニケーションのとらえ方―JFスタンダードの木―

図 1-1　「JF スタンダードの木」
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JFスタンダードの木は、言語能力と言語活動の関係を整理したもの
です（1）。
言語によるコミュニケーションのためには、基礎となる言語能力が必
要です。この言語能力を使って、さまざまな言語活動を行うことができ
ます（2）。

(1)	「JFスタンダードの木」の詳しい説明は、『JF日本語教育スタンダード2010　利用者ガイドブック』
pp.1-5を参照してください。

（2）	コミュニケーション言語能力（communicative language competences）とコミュニケーション言語活動
（communicative language activities）の考え方や構成はCEFRに準じています。

コミュニケーション言語能力（communicative language competences）■

木の根として表現され、言語によるコミュニケーションを支えるものです。

言語能力は次の3つで構成されます。

語彙、文法、発音、文字、表記などに関する「言語構造的能力」

相手との関係や場面に応じて適切に言語を使う「社会言語能力」

ことばを組み立てたり、役割や目的を理解する「語用能力」

コミュニケーション言語活動（communicative language activities）■

言語能力を基盤として、木の枝のように広がりがあり、多様性があるものです。

言語活動は、読んだり聞いたりする「受容」、話したり書いたりする「産出」、会話などを行う「やりとり」

に分類できます。さらに、その3つをつなぐ役割を果たす「テクスト」や、それぞれの活動と能力を

つなぐ「方略」があります。

言語によるコミュニケーションのためには、図1-1で示したもの以外にも、文化に対する知識や専

門知識、学習能力などさまざまな能力が必要です。

「JFスタンダードの木」で明確になること

日本語を学ぶ人たちの目的はさまざまです。日本の技術を学びたい、自国にいる日本人と話したい、

日本のマンガを日本語で読みたい…など。人それぞれ目的がちがうのに、学習方法が同じである必要は

ありません。

「JFスタンダードの木」によって、重点をおくべき能力が明確になり、学習目的に応じた学習方針を

組み立てることができます。
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1.3「Can-do」とは  

「Can-do」とは、日本語の熟達度を「～できる」という形式で示した
文です。

「Can-do」には、6つのレベル（A1、A2、B1、B2、C1、C2）が
あります。例えば、図1-2は、「講演やプレゼンテーションをする」と
いう言語活動がレベルによってどう変わっていくのかを「Can-do」で
示したものです。（3）

� （3）「Can-do」のレベルはCEFRに準じています。

みんなの「Can-do」サイト

「Can-do」は、「みんなの「Can-do」サイト」で

提供しています。

サイトでは、目的に合わせた学習計画

にそって「Can-do」を検索したり、

自由に編集したりすることができます。

必要に応じて、新しい「Can-do」を

作成することも可能です。

「Can-do」や「みんなの「Can-do」サイト」の詳し

い説明は、「3章みんなの「Can-do」サイトを使っ

てみる」をご覧ください。
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「Can-do」を活用する効果

「Can-do」を活用することによって、日本語の熟達度を客観的に把握したり、今後の学習の目標を明

確にしたりすることができます。また、他の人や他の機関とも目標や熟達度を共有できるようになります。

図 1-2　「Can-do」の 6 レベル
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1.4 ポートフォリオとは  

ポートフォリオは、学習過程を記録し、保存するものです。

ポートフォリオの構成

JFスタンダードのポートフォリオは、「評価表」「言語的・文化的体験の記録」「学習の成果」の3つ

の要素で構成されます。

教師は、現場のニーズや目的に合わせて、3つの要素を組み合わせて、自由にポートフォリオを作る

ことができます。

 

 

自 己 評 価 チ ェ ッ ク リ ス ト  

研修生番号　　　　　　　　名前

聞くこと む か も む か も

毎日や普段
ふだん

の仕事上
しごとじょう

の話題
わだい

について、簡単
かんたん

な事実
じじつ

の情報
じょうほう

を理解
りかい

できる。もし、話が大体
だいたい

聞き慣れた話し方で

発音
はつおん

もはっきりとしていれば、一般的
いっぱんてき

なメッセージも細部
さいぶ

も理解
りかい

できる。

短い物語
ものがたり

や、仕事、学校、余暇
よか

などの場面
ばめん

で普段
ふだん

出会う、ごく身近
みぢか

な事柄
ことがら

について、明瞭
めいりょう

で　標準
ひょうじゅんてき

的に

話されたものであれば要点
ようてん

を理解
りかい

できる。

母語話者同士の

対話の理解
もし、話が標準語で、発音もはっきりとしていれば、自分の周りでの長い議論の要点を普通に理解できる。

聴衆の一人として

生で聞く
もし、はっきりと標準

ひょうじゅんご
語で 発音

はつおん
されるならば、ごく身近

みぢか
な話題

わだい
についての簡単

かんたん
な短い話の要点

ようてん
を理解

りかい
できる。

毎日使
つか
っている設備

せつび
の取

と
り扱

あつか
い説明

せつめい
のような、簡単

かんたん
な専門

せんもん
的
　てき
　情報
じょうほう

を理解
りかい

することができる。

詳細
しょうさい

な指示
しじ

を理解
りかい

できる。

音声メディアと録音を聞く
はっきりとした標準語

ひょうじゅんご

で話された、個人的に興味
こじんてき　きょうみ

がある話題
わだい

であれば、録音
ろくおん

され、放送
ほうそう

された音声素材
おんせいそざい

の

大部分
だいぶぶん

の　情報
じょうほう

の  内容
ないよう

を理解
りかい

できる。

読むこと む か も む か も

包括的な読解
自分の専門

せんもん

分野
　ぶんや

や興味
きょうみ

に関連
かんれん

のある主題
しゅだい

について、簡潔
かんけつ

な事実
じじつ

関係
かんけい

のテクストを読んで、十分
じゅうぶん

に理解
りかい

でき

る。

世情を把握するために

読む

必要
ひつよう

な情報
じょうほう

を見つけるために長いテクストにざっと目を通
とお
し、特定

とくてい
の課題

かだい
遂行
すいこう

のためにテクストのさまざまな

部分
ぶぶん

から、または別
べつ

のテクストから、情報
じょうほう

を収集
しゅうしゅう

できる。

時事
じじ

や何かの出来事
できごと

について誰
だれ
かが意見

いけん
を述

の
べている新聞

しんぶん
・雑誌
ざっし

のコラムやインタビューを読み、文章
ぶんしょう

の

大体
だいたい

の内容
ないよう

を理解
りかい

することができる。

身近
みぢか

な話題
わだい

についての簡単
かんたん

な新聞
しんぶん

記事
　きじ

から重要
じゅうよう

な点
てん

を　取
と

り出
だ

すことができる。

方略 む か も む か も

自分の　関心
かんしん

領域
　りょういき

や　専門
せんもん

関連
　かんれん

の話題
わだい

のテクストの中で、馴染
　なじ

みのない単語
たんご

の意味
いみ

を文脈
ぶんみゃく

から推測
すいそく

できる。

日常
にちじょう

の具体
ぐたい

的
てき

な内容
ないよう

や話題
わだい

の短いテクストや、発話
はつわ

の全体
ぜんたい

の意味
　いみ

を手がかりに、知らない単語
たんご

のおおよその

意味
　いみ

を文脈
ぶんみゃく

から引
ひ

き出
だ

すことができる。

情報や議論を読む

手がかりの発見と推論

目
標
に
し
た
い

理
解
す
る
こ
と

理
解
す
る
こ
と

包括的な聴解

アナウンスや指示を聞く

研修おわり

難
し
い
が
で
き
る

簡
単
に
で
き
る

目
標
に
し
た
い

日本語国際センター　多国籍短期研修　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　09夏短　日本語3クラス
自己評価チェックリスト

難
し
い
が
で
き
る

簡
単
に
で
き
る

研修はじめ

評　価　表
教師が目標に合わせて作成します。
（例　自己評価チェックリスト、
学習活動の 評価基準や 評価シ ー
ト、成績表や修了証明書など）

「 み ん な の「Can-do」サ イ ト 」の

「Can-do」を使って、自己評価チェッ

クリストや評価基準を作ることができ

ます。
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ポートフォリオを活用する効果

ポートフォリオを活用することによって、学習者は日本語の熟達度を自己評価し、学習過程をふり返

ることができます。また、学習者が他の教育機関に移動したときに、それまでの自分の学習成果を正確

に伝えることができます。

言 語 的 ・ 文 化 的 体 験 の 記 録 成 果 物

言語的・文化的 
体験の記録

学習者が自分の言語的・文化的体
験などを記録します。（例　自由
に設定した目標とその記録など）

学習の成果
学習者がコースの目標や自己目標
にそって学習の成果を集めます。
（例　作文、スピーチなどの音声
資料、テスト、プロジェクトの成
果物など）



使
っ
て
み
る

14

各教育現場でコースデザインをするとき、学習目標を設定し、目標に合った学習成果の評価について

考えることが必要になります。図2-１は、コースをデザインするときの作業を流れ図で示したものです。

この作業の流れの中で、学習目標を明確にし、学習成果の評価を考えるために、「JFスタンダードの木」

「Can-do」「ポートフォリオ」を参考にすることができます。

「Can-do」を使って学習目標を明確にする
コースデザインをする際、教師と学習者が目標を共有し、学習者が目標を意識して学習を進めるため

に、「JFスタンダードの木」や「Can-do」を使って「学習目標一覧」と「自己評価チェックリスト」を

作成します。「学習目標一覧」によって、目標と授業活動の関係を理解しやすくなります。「自己評価チェッ

クリスト」によって、学習者は自分の日本語能力をコースの前後、またはコース途中で把握することが

でき、目標や学習の達成度を意識して学習を進めることができます。

「Can-do」を使って学習成果の評価を考える
コースデザインをする際、学習目標に合った評価基準を考え、目標と評価を一貫性のあるものにする

ために、「Can-do」を使って、「評価基準」と「評価シート」を作成します。

これらは、「ポートフォリオ」に入れて、学習成果の評価のために使います。JFスタンダードの「Can-do」

を、学習目標の設定と学習成果の評価基準作成に使うことで、目標と評価を一貫性のあるものにするこ

とができます。

「ポートフォリオ」を評価のツールとして活用する
ポートフォリオを評価のツールとして活用します。学習者が自分の学習過程を記録・保存し、ふり返

りやすい構成や形式を考えます。JFスタンダードでは、ポートフォリオを、「評価表」「言語的・文化

的体験の記録」「学習の成果」の3つの構成要素で考えることを提案していますが、各教育現場の学習

者のニーズや目的に応じて独自のポートフォリオを作成します。

ここでは、具体的なコースを想定して、「JFスタンダードの木」「Can-do」「ポートフォリオ」の活用

例を紹介します（1）。そして、「2.1　「Can-do」を使って学習目標を明確にする」では、「Can-do」を使っ

た「学習目標一覧」と「自己評価チェックリスト」の作成手順を、「2.2 「Can-do」を使って学習成果

の評価を考える」では、「Can-do」を使った「評価基準」と「評価シート」の作成手順を紹介します。

(1)	「JFスタンダードの木」「Can-do」「ポートフォリオ」についての詳しい説明は、『JF日本語教育スタンダー
ド2010　利用者ガイドブック』pp.1-32をご参照ください。

JF日本語教育スタンダードを使ってみる

2 章
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＊�コースデザインは、（1）コースの方針、目標を考える、（2）目標に合った学習内容を考える、（3）学習成果
の評価について考える、の3段階で進めますが、これら3つの内容は、相互に関連していますので、図2-1で
青の矢印で示しているように、必要に応じて前の段階の作業にもどって確認しながら作業を進めます。

図 2-1　コースをデザインする

※

※

（1）コースの方針、目標を考える

コースの目標の設定
目標レベルの設定

（２）言語的・
文化的体験の記録

（３）学習の成果コースで学んだことを記録し、 
保存するために 

ポートフォリオを活用します

（2）目標に合った学習内容を考える

各授業の配置
各授業の学習目標設定
学習内容の検討

（3）学習成果の評価について考える

いつ評価するか
どのような方法で評価するか
評価項目や評価基準はどうするか
ポートフォリオの活用方法について 

検討する

成果物一覧

作文・ 
レポート 
発表原稿など

プロジェクト 
の成果

（1）評価表

「Can-do」

自己評価
チェック
リスト

自己評価
チェック
リスト

言語的・ 
文化的 
体験と学び

評価基準
評価シート

学習計画と 
ふり返り

学習目標
一覧

（シラバス）

評価基準
評価シート
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このコースの場合…■

次のような具体的なコースを想定して、「JFスタンダードの木」「Can-do」「ポートフォリオ」の活用

方法を紹介します。

A国　○△□日本語学校　大人を対象とした日本語コース

学習者に関する情報
●学習者

教師、ビジネスマン、大学生など20名
来日経験のある人もない人もいる。

●学習歴
日本語学習経験がある。
日本人と基本的なやりとりはあまり問題なくできる。

●レベル
レベルは現在A2程度。目標とするレベルはB1。

●学習目的／動機
• 日本の社会や文化について理解を深め、仕事などで出会う日本人と日本語で円滑なコミュニケーションができ
るようになりたい。

• 身近で簡単なことだけでなく、いろいろな話題について、ある程度詳しく、わかりやすく話せるようになりたい。

カリキュラムに関する情報
●コースの目標

• 日本人の考え方や習慣・文化について、また日本人がA国についてどのような知識や印象を持っているかなど
について理解を深め、自分自身の考え方や自国の習慣・文化などの相違点や類似点に気づくことができる。

• 仕事などで出会う日本人と、身近で簡単なことだけでなく、いろいろな話題について社会的・文化的な相違点
や共通点にも触れながら、ある程度の長さで、わかりやすく話すことができる。

●学習時間
総学習時間：42時間（3時間×14回）
ただし、初回は「オリエンテーション」、最終回は「まとめ」の時間とするため、授業は、3時間×12回となる。

●学習内容
トピックごとに学習を進める。

「自分と家族」、「旅行と交通」、「買い物」、「仕事と職業」、「人との関係」、「言語と文化」の6トピックを学習する。
1トピックは3時間×2回で学習する。

●使用教材
特に教材は決まっていない。教師が独自に作成した教材を使用する。

●学習成果の評価
•ポートフォリオを活用して学習成果の評価を行う。
•学習者はコースの開始時と終了時に「自己評価チェックリスト」を使った自己評価を行う。
• 授業の中で、3つのトピック（旅行と交通、仕事と職業、言語と文化）で口頭発表を行い、「評価基準」と 

「評価シート」を使って評価する。
•最終回に3つのトピックで行った口頭発表のどれか1つを「会話テスト」として行う。
• 学習者はトピックごとに、学習を通じて、日本人の考え方や習慣・文化、自分自身の考え方や自国の習慣・文
化について、新しく気づいたこと、考えたこと、などを「ふり返りシート」に書く。

＊ ｢自己評価チェックリスト｣ と口頭発表の「評価基準」「評価シート」を、ポートフォリオの【①評価表】に入
れる。「ふり返りシート」を、ポートフォリオの【②言語的・文化的体験の記録】に入れる。発表原稿や提示資料、
録音した音声などを、ポートフォリオの【③学習の成果】に入れる。
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2.1　「Can-do」を使って学習目標を明確にする  

コースデザインをする際、教師と学習者が目標を共有し、学習者が目標を意識して学習を進めるため

に、「JFスタンダードの木」や「Can-do」を使って「学習目標一覧」と「自己評価チェックリスト」を

作成します。学習目標一覧と自己評価チェックリストを作成する全体の流れは、図2-2のようになります。

図 2-2　「学習目標一覧」と「自己評価チェックリスト」作成の流れ

自己評価チェックリストを作成する

1．コースの目標に合う「Can-do」のカテゴリーを考える

3．「Can-do」の一覧から、実際に授業で使う項目を選択する

5．選択した「Can-do」のリストを、フォーマットに加工する

2．「みんなの「Can-do」サイト」で、「Can-do」を選ぶ

4．（必要であれば）「Can-do」を、学習者が理解しやすい形や 
教育現場に合う内容に書きかえる

学習目標一覧を作成する

学習目標一覧の
完成！

自己評価チェックリストの
完成！
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このコースの場合■ …　―学習目標一覧を作る―

「A国　○△□日本語学校　大人を対象とした日本語コース」を例にして、このコースの各トピック

の学習目標一覧を作ります。

ステップ1   コースの目標に合う「Can-do」のカテゴリーを考える 
このコースの目標は、以下の2点でした。

・ 日本人の考え方や習慣・文化について、また日本人がA 国についてどのような知識や印象を持って
いるかなどについて理解を深め、自分自身の考え方や自国の習慣・文化などの相違点や類似点に気
づくことができる。

・ 仕事などで出会う日本人と、身近で簡単なことだけでなく、いろいろな話題について社会的・文化
的な相違点や共通点にも触れながら、ある程度の長さで、わかりやすく話すことができる。

まず、「JF スタンダードの木」（折込み）を見てみましょう。
上記のこのコースの目標は、コミュニケーション言語活動を表わすもののうち、【⑬経験や物語を語る】、

【⑯講演やプレゼンテーションをする】というカテゴリーと関係ありそうです。

ステップ2「みんなの「Can-do」サイト」で「Can-do」を選ぶ

【⑬経験や物語を語る】と【⑯講演やプレゼンテーションをする】のカテゴリーの「Can-do」のうち、
このコースの目標レベルであるB1 で、このコースで取り上げる6 つのトピック（｢自分と家族｣、｢仕
事と職業｣、｢買い物｣、｢旅行と交通｣、｢食生活｣、｢言語と文化｣）の「Can-do」を選択します。

ステップ3「Can-do」の一覧から、実際に授業で扱う項目を選択する

選択した「Can-do」の一覧の中から、授業の中で実際に行う学習活動を記述した「Can-do」はどれか
を考え、必要なものを選びます。

ステップ4（必要であれば）「Can-do」を学習者が理解しやすい形や教育現場に合う内容に書きかえる

 ⇒ 「MY Can-do とは？」（p.21）

選んだ「Can-do」の記述内容が難しい場合は、学習者の母語に翻訳したり、簡単な日本語に書きかえ
たりしましょう。

ステップ5   選択した「Can-do」の一覧を学習目標一覧のフォーマットに加工する
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図 2-3　学習目標一覧の例

学習目標

○△□日本語学校　　2010年度　大人を対象とした日本語コース

【コースの目標】
■ 日本人の考え方や習慣・文化について、また日本人がA国についてどのような知識や印象を思ってい

るかなどについて理解を深め、自分自身の考え方や自国の習慣・文化などの相違点や類似点に気づく
ことができる。

■ 仕事などで出会う日本人と、身近で簡単なことだけでなく、いろいろな話題について社会的・文化的
な相違点や共通点にも触れながら、ある程度の長さで、わかりやすく話すことができる。

 

回 トピック 学習目標

1 オリエンテーション

2
自分と家族

新しく知り合った日本人に、自分自身の長所や短所について、ある程度
詳しく話すことができる。3

4
仕事と職業

【評価1】

新しく日本から赴任してきた人などに、自分たちの部署の仕事内容につ
いて、日本人が知っておいたほうがいい情報や、日本の会社との違いや
共通点にふれながら、ある程度詳しく説明することができる。5

6
買い物

日本人と一緒に買い物に出かけたとき、自国で人気のある特産品やファッ
ションなどについて、日本の特産品やファッションとの違いや共通点に
ふれながら、ある程度詳しく紹介することができる。7

8 旅行と交通
【評価2】

日本人旅行者に、有名な観光地について、日本人が持っている情報をふ
まえて、ある程度詳しく説明することができる。9

10
食生活

日本人と食事をしているとき、自国と日本の食生活（マナーや食べ物など）
の違いや共通点について、例をあげて、ある程度詳しく説明することができる。11

12
言語と文化

【評価3】

日本人を自宅に招待したとき、自国と日本の生活習慣（結婚式や年中行
事など）の違いや共通点について、例をあげて、ある程度詳しく説明す
ることができる。13

14 まとめ
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このコースの場合■ …　―自己評価チェックリストを作る―

「A国　○△□日本語学校　大人を対象とした日本語コース」を例にして、このコースの自己評価チェッ

クリストを作ります。

ステップ1  コースの目標に合う「Can-do」のカテゴリーを考える

このコースの目標は、以下の2 点でした。
・ 日本人の考え方や習慣・文化について、また日本人がA 国についてどのような知識や印象を持って

いるかなどについて理解を深め、自分自身の考え方や自国の習慣・文化などの相違点や類似点に気
づくことができる。

・ 仕事などで出会う日本人と、身近で簡単なことだけでなく、いろいろな話題について社会的・文化
的な相違点や共通点にも触れながら、ある程度の長さで、わかりやすく話すことができる。

まず、「JFスタンダードの木」（折込み）を見てみましょう。
上記のこのコースの目標は、コミュニケーション言語活動を表わすもののうち、【C経験や物語を
語る】、【F講演やプレゼンテーションをする】、【W表現方法を考える】、【X（表現できないこと
を）他の方法で補う】、【Y自分の発話をモニターする】というカテゴリーが関係ありそうです。

ステップ2「みんなの「Can-do」サイト」で「Can-do」を選ぶ

前のステップで考えた【C経験や物語を語る】、【F講演やプレゼンテーションをする】、【W表現方法
を考える】、【X（表現できないことを）他の方法で補う】、【Y自分の発話をモニターする】のカテゴリー
の「Can-do」のうち、学習者の現時点のレベルであるA2と、目標とするレベルであるB1の「Can-do」
を選択します。今回は、コースの開始時と終了時に自己評価チェックリストを使うため、トピックが限
定されていない「Can-do」を選びました。

ステップ3「Can-do」の一覧から、実際に授業で扱う項目を選択する

授業の中で実際に取り上げたい「Can-do」はどれかを考え、必要なものを選びます。

ステップ4    （必要であれば）「Can-do」を学習者が理解しやすい形や教育現場に合う内容に書きかえる
 ⇒ 「MY Can-do とは？」（p.21）

選んだ「Can-do」の記述が難しい場合は、学習者の母語に翻訳したり、簡単な日本語に書きかえたり
しましょう。

ステップ5  選択した「Can-do」の一覧を自己評価チェックリストのフォーマットに加工する
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図 2-4　自己評価チェックリストの例

自己評価チェックリスト

○△□日本語学校　　2010年度　大人を対象とした日本語コース
名前：

A2 初日 最終日 B1 初日 最終日

活
　
　
動

出来事や活動の要点を短く述べることができる。
自分の関心ごとで、馴染みのあるさまざまな話題につ
いて、簡単に述べることができる。

計画、準備、習慣、日々 の 仕事、過去の 活動や 個人の
経験を述べることができる。

比較的流暢に、簡単な語りができ、事柄を直線的に並
べて述べることができる。

好きか嫌いかを述べることができる。
自分の感情や反応を描写しながら、経験を詳細に述べ
ることができる。

事柄を列挙して簡単に述べたり、物語ることができる。
自分の 周り の 環境、例え ば、人や 場所、仕事、学習経
験などの日常を述べることができる。

夢や希望、野心を述べることができる。

自分の毎日の生活に直接関連のある話題について、短
い、練習済みのプレゼンテーションができる。意見、
計画、行動に対して、理由を挙げて、短く述べること
ができる。

自分の専門でよく知っている話題について、事前に用
意された簡単なプレゼンテーションができる。ほとん
どの場合、聴衆が難なく話しについていける程度に、
はっきりとしたプレゼンテーションをすることができ、
また要点をそこそこ正確に述べることができる。

話し終えた後、限られた数の簡単な質問に対処するこ
とができる。

質問には対応できるが、質問を話すスピードが速い場
合は、もう一度繰り返すことを頼まねばならない。

方
　
　
略

自分のレパートリーの中から適切な表現形を思い出し
て、使ってみることができる。

伝えたいことの要点を伝達する仕方を考えることがで
きる。使える言語能力を総動員し、メッセージ表現の
ための手段を思い出せる、あるいは分かる範囲内に限
定する。

手持ちの語彙の中から不適切な言葉を使っても、言い
たいことをはっきりとさせるためにジェスチャーを使
うことができる。

母語を外国語化して使ってみて、相手に確認を求める
ことができる。

伝えたい概念に類似した意味を持つ、簡単な言葉を使
い、聞き手にそれを正しい形に「修正」してもらうこ
とができる。

コミュニケーションが失敗したときは、別の方略を用
いて出直すことができる。

自分が使った言語形式が正しいかどうか確認すること
ができる。

マーク
　◎　　自信がある　　　○　できる　　　△　難しい　　　✓　これからがんばりたい

MY Can-do とは？
JF スタンダードでは、各現場で独自に作成した「Can-do」をMY Can-do と呼びます。

■なぜMY Can-do が必要？
「みんなの ｢Can-do｣ サイト」で提供している「Can-do」が自分の教育現場の状況に合わないときは、
MY Can-do を作成します。MY Can-do を作成することで、次のような利点があります。
・場面などをより具体的にすることで、現場の状況に合った「Can-do」にすることができる。
・  記述をやさしくしたり、母語に訳したりすることで、学習者にもわかりやすい目標や評価基準にするこ

とができる。

■MY Can-do の作り方
どのような条件ならできるか、どのような話題なら扱えるか、どのようなこと・ものをどのぐらいできる
かなど、条件や話題、対象、行動にレベルの特徴を付け加えることで、共通の言語熟達度の尺度にもとづ
いたMY Can-do を作ることができます。詳しい作り方については、『JF日本語教育スタンダード2010 

利用者ガイドブック』pp.17-21を参照してください。
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2.2　「Can-do」を使って学習成果の評価を考える  

コースデザインをする際、学習目標に合った評価基準を考え、目標と評価を一貫性のあるものにする

ために、「Can-do」を使って「評価基準」と「評価シート」を作成します。

評価基準と評価シートを作成する全体の流れは、図2-5のようになります。

図 2-5　｢評価基準｣ と「評価シート」作成の流れ

評価シートの完成！

6．評価基準をもとに
評価シートを作成する

1．評価の観点を決める①

2．評価の観点を決める②

3．評価基準で扱うレベルを決める

4．「みんなの ｢Can-do｣ サイト」
を利用して、該当するレベルとカテ
ゴリーの「Can-do」を選び、選んだ
「Can-do」をフォーマットに入れる

5．「Can-do」を
わかりやすい文に書きかえる

評価基準を作成する

1、2

4、5

3

評価基準の完成！



JF日本語教育スタンダード2010

� 23

使
っ
て
み
る

このコースの場合■ …　―評価基準と評価シートを作る―

「A国　○△□日本語学校　大人を対象とした日本語コース」の、「仕事と職業」のトピックを例にし

て、「口頭発表」の「評価基準」と「評価シート」を作成します。

「仕事と職業」のトピックの学習目標は、「新しく日本から赴任してきた人などに、自分たちの部署の

仕事内容について、日本人が知っておいたほうがいい情報や、日本の会社との違いや共通点にふれなが

ら、ある程度詳しく話すことができる」です。評価基準を作成する流れについて、図2-5の流れにした

がって、ステップごとに見ていきましょう。

ステップ1  評価の観点を決める①

このコースで目標とするB1レベルの産出（話す）の「Can-do」を見ながら、どのようなコミュニケー
ション言語能力が必要かを考えます。ここでは、以下のようなカテゴリーが必要だと考えました。

【b使用語彙領域】、【c語彙の使いこなし】、【d文法的正確さ】、【e音素の把握】
【j話題の展開】、【k一貫性と結束性】、【l話しことばの流暢さ】

ステップ2  評価の観点を決める②

トピックの学習目標も、評価の観点の1 つとして利用します。

「仕事と職業」
新しく日本から赴任してきた人などに、自分たちの部署の仕事内容について、日本人が知っておいたほ
うがいい情報や、日本の会社との違いや共通点にふれながら、ある程度詳しく話すことができる。

ステップ3  評価基準で扱うレベルを決める

このコースでは、学習者の話す力の差が小さいため、コースの目標レベルであるB1の「Can-do」と、
学習者の現在の熟達度であるA2の「Can-do」を利用して、評価基準を作成します。学習者の話す力に
大きな差がある場合は、A1からB2までを利用するなど、教育現場の現状に合わせて、評価基準で扱う
レベルの幅を検討してください。

ステップ4「みんなの ｢Can-do｣ サイト」を利用して選んだ「Can-do」をフォーマットに入れる

ステップ1で選んだカテゴリーのA2とB1の「Can-do」を「みんなの ｢Can-do｣ サイト」から出力し、
フォーマットの各欄に配置します。

ステップ5  「Can-do」をわかりやすい文に書きかえる 
 ⇒ 「MY Can-doとは？」（p.21）

評価基準のフォーマットに入れた「Can-do」を、もとの内容を活かしながら、学習者にもわかりやす
い文に書きかえます。学習者の母語が同じ場合は、母語を利用することもできます。達成できていない
ことや足りない点を書くのではなく、達成できていることを前向きな表現で書くことによって、学習者
の動機づけとなります。図2-6は、完成した評価基準の例です。

ステップ6  評価基準をもとに、評価シートを作成する

ステップ5で完成した評価基準をもとに、発表者用と教師用の評価シートを作成します。
このコースでは、評価基準のフォーマットと記述内容をそのまま利用し、あてはまる達成度にチェック 

する方法にしました。評価シートには、学習者や教師が自由にコメントを記述する欄を設けました。 

図2-7は、評価基準を利用して作成した発表者用の評価シートの例です。
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図 2-6　完成した評価基準の例

【仕事と職業】　評価基準表

評価の観点
1

がんばって！
2

もう少し！
3

できた！
4

すばらしい！

内容・活動

新しく日本から赴任してきた
人などに、自分たちの部署の
仕事内容について、日本人が
知っておいたほうがいい情報
や、日本の会社との違いや共
通点に少しふれながら、短い
簡単な言葉で説明することが
できる。

新しく日本から赴任してきた
人などに、自分たちの部署の
仕事内容について、日本人が
知っておいたほうがいい情報
や、日本の会社との違いや共
通点に少しふれながら、事が
らを列挙して、ある程度詳し
く説明することができる。

新しく日本から赴任してきた
人などに、自分たちの部署の
仕事内容について、日本人が
知っておいたほうがいい情報
や、日本の会社との違いや共
通点にふれながら、ある程度
詳しく説明することができる。

新しく日本から赴任してきた
人などに、自分たちの部署の
仕事内容について、日本人が
知っておいたほうがいい情報
や、日本の会社との違いや共
通点にふれながら、順序だて
て、わかりやすく説明するこ
とができる。

談話構成

ポイントを簡単に並べ、「～て」
「～が」などの簡単な接続表
現を使って語句や簡単な文を
つなげて話すことができる。

「それから」「しかし」などの
よく使われる接続表現を使っ
て文をつなげて、何かを描写
したり、語ったりすることが
できる。

短いいくつかの要素を「まず」
「～てから」「～場合」などの
接続表現を使ってつなげて、
直線的だが、単純な筋を語っ
たり、描写したりすることが
できる。

要点の 組み 立て は 直線的だ
が、ある程度流暢にまとまり
のある話をすることができる。

流暢さ

言葉に詰まったり、言い直す
ことがかなり多いが、なじみ
のある話題であれば、ある程
度言いたいことを表現でき、
短いやり取りを行うことがで
きる。

間があいたり、言い直したり、
言い換えたりすることが多い
が、短い話であれば、言いた
いことを相手に理解させるこ
とができる。

文法や語彙を正確に使おうと
して間があいたり言い直した
りすることはあるが、あまり
困難なく、ある程度の長さの
わかりやすい話をすることが
できる。

言いたいことを比較的困難な
く表現できる。間があいたり
行き詰ったりすることはある
が、人の助けを借りずに話を
続けられる。

語彙

自分の仕事について、ごく基
本的なコミュニケーションが
できる程度の語彙を持ってい
て、使うことができる。

自分の仕事に関する事がらに
ついて、日常生活上の交渉を
行える程度の語彙を持ってい
て、使うことができる。

自分の仕事に関する事がらに
ついて、多少回りくどい言い
方をしても自分の述べたいこ
とを述べられる程度の語彙を
持っていて、使うことができ
る。

複雑な考えを述べるのは難し
いが、自分の仕事に関する大
部分の事がらについて、自分
の述べたいことを述べられる
程度の語彙を持っていて、使
うことができる。

文法

いくつかの文型を使うことが
できる。いつもくり返される
基本的な間違いがあるが、何
を言おうとしているのかはた
いてい明らかである。

依然としてくり返される間違
いがあるが、簡単な文型であ
れば正しく使うことができる。

比較的予測可能な 状況で、頻
繁に使われる文型をだいたい
正確に使うことができる

母語の影響や誤りも見られる
が、なじみのある状況であれ
ば、だいたい正確に文法を使
うことができる。

発音

明らかな母語の発音の影響が
あり、相手が聞き返すことも
あるが、短い簡単な語句や文
であれば、理解できる程度の
発音で話すことができる。

母語の発音の影響があり、少
しわかりにくいところもある
が、相手がだいたい理解でき
る程度にははっきりした発音
で話すことができる。

ときどき母語の発音の影響が
目立ったり、発音を間違える
こともあるが、相手が理解で
きる程度にはっきりとした発
音で話すことができる。

多少母語の発音の影響があっ
たり、発音を間違えることも
あるが、相手にわかりやすく、
はっきりとした発音で話すこ
とができる。
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図 2-7　評価基準をもとに作成した評価シートの例

〈発表者用〉

仕事と職業
【目標】
新しく日本から赴任してきた人などに、自分たちの部署の仕事内容
について、日本人が知っておいたほうがいい情報や、日本の会社と
の違いや共通点にふれながら、ある程度詳しく説明することができる。　　名前

評価の観点
1

がんばって！
2

もう少し！
3

できた！
4

すばらしい！

内容・活動

新しく日本から赴任してきた
人などに、自分たちの部署の
仕事内容について、日本人が
知っておいたほうがいい情報
や、日本の会社との違いや共
通点に少しふれながら、短い
簡単な言葉で説明することが
できる。

新しく日本から赴任してきた
人などに、自分たちの部署の
仕事内容について、日本人が
知っておいたほうがいい情報
や、日本の会社との違いや共
通点に少しふれながら、事が
らを列挙して、ある程度詳し
く説明することができる。

新しく日本から赴任してきた
人などに、自分たちの部署の
仕事内容について、日本人が
知っておいたほうがいい情報
や、日本の会社との違いや共
通点にふれながら、ある程度
詳しく説明することができる。

新しく日本から赴任してきた
人などに、自分たちの部署の
仕事内容について、日本人が
知っておいたほうがいい情報
や、日本の会社との違いや共
通点にふれながら、順序だて
て、わかりやすく説明するこ
とができる。

談話構成

ポイントを簡単に並べ、「～て」
「～が」などの簡単な接続表
現を使って語句や簡単な文を
つなげて話すことができる。

「それから」「しかし」などの
よく使われる接続表現を使っ
て文をつなげて、何かを描写
したり、語ったりすることが
できる。

短いいくつかの要素を「まず」
「～てから」「～場合」などの
接続表現を使ってつなげて、
直線的だが、単純な筋を語っ
たり、描写したりすることが
できる。

要点の 組み 立て は 直線的だ
が、ある程度流暢にまとまり
のある話をすることができる。

流暢さ

言葉に詰まったり、言い直す
ことがかなり多いが、なじみ
のある話題であれば、ある程
度言いたいことを表現でき、
短いやり取りを行うことがで
きる。

間があいたり、言い直したり、
言い換えたりすることが多い
が、短い話であれば、言いた
いことを相手に理解させるこ
とができる。

文法や語彙を正確に使おうと
して間があいたり言い直した
りすることはあるが、あまり
困難なく、ある程度の長さの
わかりやすい話をすることが
できる。

言いたいことを比較的困難な
く表現できる。間があいたり
行き詰ったりすることはある
が、人の助けを借りずに話を
続けられる。

語彙

自分の仕事について、ごく基
本的なコミュニケーションが
できる程度の語彙を持ってい
て、使うことができる。

自分の仕事に関する事がらに
ついて、日常生活上の交渉を
行える程度の語彙を持ってい
て、使うことができる。

自分の仕事に関する事がらに
ついて、多少回りくどい言い
方をしても自分の述べたいこ
とを述べられる程度の語彙を
持っていて、使うことができ
る。

複雑な考えを述べるのは難し
いが、自分の仕事に関する大
部分の事がらについて、自分
の述べたいことを述べられる
程度の語彙を持っていて、使
うことができる。

文法

いくつかの文型を使うことが
できる。決まって犯す基本的
な間違いがあるが、何を言お
うとしているのかはたいてい
明らかである。

依然として繰り返される間違
いがあるが、簡単な文型であ
れば正しく使うことができる。

比較的予測可能な 状況で、頻
繁に使われる文型をだいたい
正確に使うことができる

母語の影響や誤りも見られる
が、なじみのある状況であれ
ば、だいたい正確に文法を使
うことができる。

発音

明らかな母語の発音の影響が
あり、相手が聞き返すことも
あるが、短い簡単な語句や文
であれば、理解できる程度の
発音で話すことができる。

母語の発音の影響があり、少
しわかりにくいところもある
が、相手がだいたい理解でき
る程度にははっきりした発音
で話すことができる。

ときどき母語の発音の影響が
目立ったり、発音を間違える
こともあるが、相手が理解で
きる程度にはっきりとした発
音で話すことができる。

多少母語の発音の影響があっ
たり、発音を間違えることも
あるが、相手にわかりやすく、
はっきりとした発音で話すこ
とができる。

できたこと／よかったところ むずかしかったこと／これからがんばること
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3.1 みんなの「Can-do」サイトとは  

みんなの「Can-do」サイトは、日本語で何がどれだけできるかを「～ができる」という文で示した

Can-doのデータベースです。コースデザイン、授業設計、教材開発など、Can-doを使った日本語教育

実践をサポートします。

みんなの「Can-do」サイトを使ってみる

3 章

図 3-1　「JF スタンダードの木」

※

※

みんなの「Can-do」サイトを使ってたとえば…

コーディネーターは 教師は 学習者は

実社会のコミュニケーション
活動を想定したコースデザイ
ンができます。
学習者の 日本語能力を 把握す
るためのアンケートを作成す
ることができます。

授業の 目標を Can-doを 使っ
て作成することができます。
学習者と授業の目標を共有し
やすくなります。

自分の 日本語能力を 自己評価
し、目標を立てやすくなります。
日本語を使って具体的に何が
できるのか、他者に伝えるこ
とができます。

http://www.jfstandard.jp/cando/
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みんなの「Can-do」サイトは、「JFスタンダードの木」（図3-1）と「Can-doの6レベル」（図3-2）

をもとにCan-doを提供しています。

「JFスタンダードの木」では、コミュニケーション言語能力（communicative language competences） 

（以下、言語能力）とコミュニケーション言語活動（communicative language activities）（以下、言語活動）

の構成要素を例示していますが（1）、レベル別に記述されるものは、枝や根の一部分です。これらひと

つひとつの枝や根を、みんなの「Can-do」サイトでは「カテゴリー」と呼び、それぞれにレベル別に

記述されたCan-doがあります。サイトでは木の構造を簡略化したカテゴリーマップを用いて、Can-do

を探すことができます。

みんなの「Can-do」サイトでは、CEFRが提供する493のCEFR Can-doと、国際交流基金が日本語

の言語活動の例として示した JF Can-doを提供します。Can-doは、６つのレベル（A1、A2、B1、

B2、C1、C2）にわかれていますが、A2、B1、B2をさらに細かくわけた９レベル（A1、A2.1、

A2.2、B1.1、B1.2、B2.1、B2.2、C1、C2）でCan-doを記述することもあります。

図 3-2　Can-do の 6 レベル

（1）�コミュニケーション言語能力（communicative language competences）とコミュニケーション言語活動
（communicative language activities）の考え方や構成はCEFRに準じています。
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みんなの「Can-do」サイトは、「Can-doを探す」「わたしのペー
ジ」「サイトの使い方」「みんなのページ（平成22年度以降）」
から構成されています。タブで移動することができます。

サイトでどんなことがで
きるかデモ画面を見ます。

※�初めてサイトを使う新規ユーザーの方
には、「新しいフォルダ」が1つ用意
されています。

まずはじめに

  で
新しいフォルダを作ります。 検索結果を見て、使いたいと思

うCan-doにチェックを入れて、
フォルダに入れます。

Can-doフォルダを作る

Can-doをフォルダに入れるCan-doを探す

ログイン

検索結果

3.2 使い方の流れ  
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目的や対象者に合わせて、
自分のオリジナルCan-do

（MY Can-do）を作ることができます。

 をクリックすると、
関連Can-doの情報を確認できます。

フォルダを分析する

すでにあるフォルダの基本情報を編集したいときは、
をクリックします。

Excelに出力する

Excelに出力します。
必要に応じてフォーマットを
整えます。

フォルダの情報を編集する

MY Can-doを作る

いらないCan-doを取り除く

Can-doを他のフォルダに入れる

検索画面に戻ってCan-doを選ぶ

出力する前に
ソートします。



み
ん
な
の
「C

an-do

」
サ
イ
ト
を
使
っ
て
み
る

30

「Can-doを探す」画面では、条件（レベル、種別、カテゴリー、トピックなど）を指定して、
Can-doを探すことができます。

※

※

検索しやすいように、
「JFスタンダードの木」を簡略化して
カテゴリーマップにしました。

 使い方のヒント！
学習者のレベル確認
対象となる学習者のレベルを確認したい方は、 

「レベルとは」をクリックし、全体的な尺度や自
己評価表を参考にしましょう。

 使い方のヒント！
カテゴリーマップを使う前に、 

を見てみましょう。

 使い方のヒント！

まず、  でCan-doフォルダを作りま
しょう

〈機能説明〉
1   レベル、種別、トピックを選びます。フリー

キーワードでCan-doの本文から探すこともで
きます。

　  CEFR Can-doは9レベルで探すこともできま
す。たとえば、A2.1にチェックを入れると、
A2.1のCan-doが検索結果として表示されます。

2   カテゴリーを選びます。カテゴリーマップ
で は、 、 、 、 の 
種類別にカテゴリーが並んでいます。

3   をクリックします。①の方法（レベル、
種別、トピック、フリーキーワードを指定）、
②の方法（カテゴリーマップでカテゴリーを
指定）で探すこともできますし、①と②を組
み合わせて、探すこともできます。

3.3　使い方  

みんなの「Can-do」サイトの使い方を「探す」「選んで入れる」「編集する」「出力する」の４つのステッ

プにそって詳しく説明します。
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むさし先生はこんなふうに使ってみた！
こんにちは。僕の名前はむさしです。日本語教師になって1年目、楽し
く日本語を教えています。
今、担当している学習者の多くはビジネス場面で使える日本語能力を
伸ばしたいと思っています。そこでお客さんの前でプレゼンテーショ
ンするスキルを高めるのに必要な能力を考えるために、みんなの「Can-
do」サイトを使ってみることにしました。

まず、  の  で「プレゼンテーションスキルを伸ばす！」という
Can-doフォルダを作成します。  に移動して、Can-doを選んでみます。
今回は、プレゼンテーションに関係するカテゴリーとして、  の「講演やプレゼンテーショ
ンをする」を選択します。

種別
Can-doには種別がある

CEFR Can-do：CEFRが例示する493のCan-
do。

JF Can-do：国際交流基金が日本語の言語活
動の例として示すCan-do。トピック別に記述
される。

MY Can-do：サイトの利用者がオリジナルで
作成するCan-do。

言語活動の種類
Can-doは３つの言語活動で記述される

 　受容（Reception）

「読む」「聞く」など受容的言語活動（理解する）

 　産出（Production）

「話す」「書く」など産出的言語活動（表現する）

 　やりとり（Interaction）

「会話」「手紙のやりとり」など相互行為的言語活動

種類
４つの種類のCan-doがある

：実社会で行う具体的な言語活動を例示した
ものを活動Can-doと呼びます。受容、産出、やりと
り別に記述されます。

 ：言語活動を効果的に行うために言
語能力をどのように活用したらよいかというコミュニ
ケーション方略（communicative strategies）を例示し
たものを方略Can-doと呼びます。受容、産出、やり
とりに分類されます。

 ：要約やノート取りなど、受容と産出、や
りとりを行うときに、まとめたり言いかえたりする言
語活動について例示したものをテクストCan-doと呼
びます。

 ：言語活動を 行う た め に 必要な 言語能
力を 例示し た も の を 能力Can-doと呼び ます。言語
構造的能力（linguistic competences）、社会言語能力

（sociolinguistic competences）、 語 用 能 力（pragmatic 

competences）の3つで構成されます。

トピック
JF Can-doには15のトピックがある
日本語の言語活動の例を示したJF Can-doは、「自分と家族」「住まいと住環境」「自由時間と娯楽」「生活
と人生」「仕事と職業」「旅行と交通」「健康」「買い物」「食生活」「自然と環境」「人との関係」「学校と教
育」「言語と文化」「社会」「科学技術」の15のトピック別に記述されます。
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「Can-doを選んで入れる」では、検索結果から、自分のコースや授業に使いたいCan-do

を選び、自分が作ったCan-doフォルダに入れることができます。

〈機能説明〉
1   検索結果の一覧が表示されます。検索結果は項目別

に並べ替える（ソートする）ことができます。
2   自分のコースや授業に使いたい Can-doのチェック

ボックスをクリックして を押すと、選んだ
Can-doがCan-doフォルダに登録されます。このと
き、プルダウンでCan-doフォルダを選択することが
できます。検索結果が複数ページになる場合は、1
ページずつCan-doを選んでCan-doフォルダに入れ
ます。

3   Can-do（ 本文）を ク リ ッ ク す る と、Can-doの 詳
細情報を見ることができます。Can-doの詳細画面
で  をクリックすると、関連する
Can-doの情報を確認することもできます。

4   を押すと、Can-doを探す画面に戻
り、検索条件を変えてもう一度探すことができます。

 使い方のヒント！
新しいCan-doフォルダの作り方

 の  をクリックすると、
Can-doフォルダの情報を入力する画面に移動すること
ができます。

 使い方のヒント！
最後に変更したフォルダを見る

「Can-doを探す」や、検索結果で  を押
すと、最後に変更を加えたCan-doフォルダの画面に移
動することができます。Can-doフォルダの基本情報や、
フォルダに入っているCan-doの一覧を見ることができ
ます。

 使い方のヒント！
Can-doの本文は日本語と英語で切り替えることができ
ます。
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「講演やプレゼンテーションをする」カテゴリーのCan-doを見ていくと、記述の
レベル差がわかります。僕の学習者が目標にするレベルはB1くらいだと思います。
B1レベルのCan-doにチェックをして、Can-doフォルダに入れます。

〈B1レベルのCan-do例〉
「自分の専門でよく知っている話題について、事前に用意された簡単なプレゼンテーションができる」
「自分の国について学ぶ集まりで、あらかじめ準備してあれば、自分の国や町の様子などについて、
まとまりのある簡単なプレゼンテーションをすることができる」

むさし先生はこんなふうに使ってみた！

Can-doフォルダ
目的や対象にあわせて「Can-doフォルダ」を作ることができる
Can-doフォルダとは、Can-doを入れる入れ物のことです。コースデザイン、カリキュラムデザイン、授
業設計、教材開発、テスト開発など、利用者の方の目的や対象に応じてCan-doフォルダを作ることがで
きます。

Can-doフォルダには、〈フォルダの使用目的〉〈フォルダ名〉〈概要（たとえば、そのコースではどのよう
なことを目的としているか、どのような学習者が対象となっているか）〉〈学習時間（たとえば、コースで
の総時間）〉などを基本情報として入力します。

平成22年度中に、Can-doフォルダを他の利用者と共有する機能が追加される予定です。

 使い方のヒント！
Can-do詳細画面から、関連Can-doを見てみよう
Can-do詳細画面では、Can-doの属性を詳しく知ることができます。
また、みんなの「Can-do」サイトでは、同レベルの同カテゴリーに属するCan-doや、同レベルの
方略Can-doや能力Can-doを、関連するCan-doとして示しています。ここにもあなたが使いたい
Can-doがあるかもしれません。 で関連Can-doも見てみましょう。

僕が選んだB1レベル「講演やプレゼンテーションをする」の「自分の専門でよく
知っている話題について、事前に用意された簡単なプレゼンテーションができる」
の関連Can-doを見てみると、同カテゴリーに属するもののほか、「話すこと全般」
や、同じレベルの方略Can-do、能力Can-doが表示されました。この中から、
プレゼンテーションをする時に必要となるだろう方略Can-doもCan-doフォルダに入れることに
しました。

〈B1レベル：産出の方略Can-do例〉
「伝えたいことの要点を伝達する仕方を考えることができる」
「自分の言いたかったことを、類似の意味を持つ言葉を修飾することで言い表すことができる」

むさし先生はこんなふうに使ってみた！

Can-doを選んで入れる：応用編
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「編集する」画面では大きく２つの編集ができます。
まず、「Can-doフォルダを編集する」では、Can-doの基本情報を編集したり、Can-do

を入れたり取り除いたりできます。
「Can-doを編集する」では、Can-doフォルダに入れられたCan-doを自分の目的や対象
に合わせて書き換えたり、新しく作ったりすることができます。

〈機能説明〉
【Can-doフォルダを編集する】

1   Can-doフォルダの基本情報を編集するペー
ジに移動します。

2   チェックボックスにチェックの入ったCan-

doをこのフォルダから ことが 

できます。
3   チェックボックスにチェックを入れたCan-

doを、他のCan-doフォルダに入れることが
できます。

4   このCan-doフォルダの全情報を削除するこ
とができます。

【Can-doを編集する】
5   選んで入れた Can-doを参考にしながら、

Can-doの目的や対象に合わせてオリジナル
のCan-do（MY Can-do）を作ることができ
ます。

　 A   Can-do（本文）をクリックすると、Can-

doの詳細を見ることができます。
　 B  をクリックします。
　 C   すでにある Can-doをもとに Can-doを書

き換えてMY Can-doとして登録すること
ができます。

6  Can-doをいちから新しく作ることもできます。
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「自分の国について学ぶ集まりで、あらかじめ準備してあれば、自分の国や町の様
子などについて、まとまりのある簡単なプレゼンテーションをすることができる」
をもとに、Can-doを作ってみます。レベルやカテゴリーは変えず、話題・場面
を変えてみたいと思います。
「社内の勉強会で、あらかじめ準備してあれば、自分が調べた他社製品の特徴や自社製品との違い
など、まとまりのある簡単なプレゼンテーションをすることができる」
というMY Can-doができました。

 使い方のヒント！
まず、【レベル】を選びます。

【種類】【言語活動】【カテゴリー】を
プルダウンから選びます。
つぎに、【トピック】を選びます。そ
のほかに関連するトピックがある場合
は、チェックします。

「レベルとは」をクリックして、【条件】
【話題・場面】【対象】【行動】のレベ
ルの特徴記述を参考にしながら、Can-

doを書いてみましょう。

むさし先生はこんなふうに使ってみた！

自分の授業の目的や対象者に合わせてオリジナルのCan-doを作ってみます
（MY Can-do作成）。

むさし先生はこんなふうに使ってみた！

Can-doの構造
Can-doは　条件＋話題・場面＋対象＋行動 の４つの要素から成る
CEFRの活動Can-doの記述を4つの要素【条件】【話題・場面】【対象】【行動】に分解し、それぞれのレ
ベルの特徴を示しました。これら4つの要素でレベルごとに特徴的な記述をすることで言語能力の熟達度
にもとづくことができます。

MY Can-doを作成する際は、対象となる学習者が特定されていることが多いため、レベルを特徴づける 

4つの要素の一部を省略して一文を短くすることもできます。
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「Can-doを出力する」では、Can-doフォルダをさまざまな観点から分析することができます。
Can-doの順番を並べ替え（ソート）、エクセル（Microsoft Excel）に出力することができます。

 使い方のヒント！
を押すと、レベルごと、種別ご

と、言語活動ごとに分析できます。フォルダ
に入れた Can-doをグラフにすることで、選
ん だ Can-doが 自分の 目的や 対象に 合っ て い
るかを確認することができます。フォルダを
分析した後、Can-doを追加したい場合には、 

に戻ってCan-doを探してみましょう。

〈機能説明〉
1   Can-doフォルダに入れた Can-doを、さま

ざまな観点からグラフで分析することがで
きます。

2   Can-doの順番を並べ替える（ソートする）
ことができます。

3   Can-doフォルダの情報をエクセルに出力す
ることができます。

 ：シートが A1から C2まで
のレベル別にわかれて出力されます。

 ：シートが、受容・産出・や
り と り・テ ク ス ト・言語構造的能力・社会言
語能力・語用能力別にわかれて出力されます。
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Excel の出力イメージ
種別 レベル 種類 言語活動 カテゴリー C an-do本文（日本語） C an-do本文（英語） トピック

C E FR B 1 活動 産出 講演やプレゼ
ンテーション
をする

自分の専門でよく知っている話題につい
て、事前に用意された簡単なプレゼンテー
ションができる。ほとんどの場合、聴衆が
難なく話しについていける程度に、はっき
りとしたプレゼンテーションをすることが
でき、また要点をそこそこ正確に述べるこ
とができる。

C an g ive  a  prepared s tra igh tfo rw ard
presenta tion  on  a  fam ilia r top ic  w ith in
h is /her fie ld  w h ich  is  c lear enough to  be
fo llow ed w ithout d ifficu lty m ost o f the  tim e,
and in  w h ich  the  m ain  po in ts  a re  exp la ined
w ith  reasonab le  prec is ion .

C E FR B 1 活動 産出 講演やプレゼ
ンテーション
をする

質問には対応できるが、質問を話すスピー
ドが速い場合は、もう一度繰り返すことを
頼まねばならない。

C an take  fo llow  up questions, bu t m ay
have to  ask  fo r repetition  if the  speech
w as rap id .

JF B 1 活動 産出 講演やプレゼ
ンテーション
をする

ガイドとして有名な観光地などを案内する
とき、あらかじめ準備してあれば、名所や
名物などを、ある程度詳しく紹介すること
ができる。

C an in troduce in  som e deta il fam ous
s igh ts , loca l spec ia lties  and o ther fea tures
w hen g iv ing  peop le  a  tour o f, fo r exam ple ,
a  fam ous s igh tsee ing  area  as  a
pro fess iona l gu ide , if p repara tions are
m ade in  advance.

仕事と職業

JF B 1 活動 産出 講演やプレゼ
ンテーション
をする

電気屋などの職場で、あらかじめ準備して
あれば、客に電子辞書などの商品につい
て、ある程度詳しく紹介し、想定した質問
に答えることができる。

C an in troduce in  som e deta il e lec tron ic
d ic tionaries  or o ther p roducts  to  a
custom er a t an  e lec tron ics  s to re  or any
other w orkp lace , and respond to
antic ipa ted  questions about the  products ,
if p repara tions are  m ade in  advance.

仕事と職業

 使い方のヒント！
Excelのフォーマットを直す
シラバス、自己評価チェックリスト、授業記録、評価シートなど、自分の使うフォーマットに整え
ましょう。Can-doをさらに使いやすい並び順にソートしたり、列・行の幅を調整したり、フォント
を変更したりしてください。また、印刷の際は、印刷の範囲を確認してから印刷するようにしてく
ださい。

「講演やプレゼンテーションをする」ために必要な
Can-doを選ぶことができました！

みんなの「Can-do」サイトでは、日本語教師の教材作成を支援する
「みんなの教材サイト」（http://minnanokyozai.jp/）と同じユーザー ID、 

パスワードを利用することができます。
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